
　（別紙４（２）） 事業所名    グループホームえんなり

目標達成計画 作成日：　平成　２５年　１月　８日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 40

食事の時間に、職員が準備の手伝いと食事介
助のみかかわっていることで、一緒に食事をと
ることで作られる家庭的な環境、入居者の方と
のコミュニケーションが十分になされていない。

共に生活していると感じられる環境と、楽しく
食事がとれる環境を提供する。

可能な限り職員も食事を一緒に摂り、入居され
ている方とのコミュニケーションを図る。

１ヶ月

2 2

近隣地域の方々との関わりが少なく、入居され
ている方々にとって、地域に根付いた暮らしの
実践が少ない。

事業所自体が地域の一員として交流できる
よう、積極的に近隣地域とふれあう機会を持
てるようにする。

地域代表の方と連携を取り、地域の行事予定
などの情報をもらい、積極的に参加していく。

１ヶ月

3 6

身体拘束をしない介護を意識しながら業務に就
くことはできているが、理解を深めるための研修
の機会が十分とは言えない。

継続して意識をしながら業務に就けるように
するとともに、職員全員の知識の向上を目
指す。

ユニット会議内で議題として取り上げる等、定
期的に研修の機会を持ち、職員全員の知識を
向上させていく。 １ヶ月

4 23

入居されている方々の生活の場としての雰囲
気、リラックスできる雰囲気がまだ十分とは言え
ない。

入居者の方にとって居心地の良い雰囲気を
作り、希望や意見を遠慮なく言ってもらえる
環境を提供する

馴染みのもの、レクで作った作品等の展示物を
増やし、入居されてみえる方々に合った居室、
リビングを入居されてみえる方々と一緒に作り
上げていく

3ヶ月

5 ヶ月

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。

【目標達成計画】　

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む具
体的な計画を記入します。


